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藤澤 涼
りょうや

矢 君
（大更小６年）

　僕は、応援団長をやっていた兄に
憧れ団長をやりました。白組全員を
まとめられるか不安でしたが、みん
なが最後まで頑張ってくれて応援
賞を取れました。最後の運動会は楽
しい思い出となりました。

角掛 歩
あゆむ

 君
（田頭小６年）

　運動会で頑張ったことは応援
です。応援合戦では予行練習と
本番のどちらも負けてしまいま
したが、競技中の応援は、自分
的には勝ったと思っています。
とても楽しい運動会でした。

久慈 璃
り あ ん

杏 さん

（平笠小６年）

　運動会に向け、最上級生としてみん
なをまとめ、応援歌やダンスの振り付
けがそろうように練習してきました。
今日は緊張したけど、最後まであきら
めないでできました。みんな笑顔で楽
しくできたのてよかったです。

　僕は白組団長としてみんなをま
とめることができました。組団
リーダーの応援に合わせて元気
いっぱい応援し、大盛り上がりで
した。運動会スローガンを達成で
き、最高の運動会でした。

大坪 悠
ゆ う と

翔 君
（平舘小６年）

保
護
者
や
地
域
住
民
の
声
援
も
戻
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
笑
顔
と
歓
喜

市内の小学生が今年も市内の小学生が

運動会でパワー全開全開

大更小

田頭小

平舘小松野小

田山小

安代小

寄木小

柏台小

寺田小 平笠小

遠藤 希
の の あ

々愛 さん

（寄木小６年）

　今年の運動会では「みんなと協
力　仲間と勝利へ寄木っ子」を目
標とし、協力して競技や係活動を
頑張り、絆を深めることができま
した。これからの生活にも生かし
ていきたいです。

　今年は声出し応援ができたの
で、６年生が新しい応援歌を作り
思いっきり歌いました。親子チャ
ンスや全校玉入れなども楽しみま
した。児童会スローガン「挑戦＆努
力」を達成できた運動会でした。

梶本 喜
き ほ

歩 さん

（松野小６年）
須﨑 蒼

あ お し

紫 君
（寺田小６年）

　最上級生として、全校リレーを
一番頑張りました。みんなでバト
ンをつないで走るリレーが好きで
す。低学年のダンスも見ていて楽
しかったです。小学校最後の運動
会は、良い思い出になりました。

成田 元
げ ん き

気 君
（田山小６年）

　赤組団長としてチームを引っ張
りながら仲間と協力して全力で頑
張りました。自分でもしっかりと
力を出し切れて良かったです。最
高の運動会でした。中学校の運動
会も全力で頑張りたいです。

田鎖 音
ね い ろ

綺 さん

（安代小６年）

　閉会式でみんなの心が一つにな
るように、校歌を歌う指揮をしま
した。白組も赤組もみんなで協力
して、全員が全力で頑張っていた
ので、最後に感動の思い出になり
ました。経験できてよかったです。

柴崎 敦
た い が

雅 君
（柏台小６年）

　僕は応援団長として全力で応
援を頑張り、みんなで意識を高
め合って優勝旗も応援賞も獲得
することができました。赤組の
みんなに感謝の気持ちを伝えた
いです。

寺田小

田山小 寄木小

　

令
和
２
年
４
月
号
の
広
報
は
ち
ま

ん
た
い
で
は
、マ
ス
ク
姿
で
入
学
式
に

臨
む
新
入
生
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、臨
時
休
校
を
経
て
始
ま
っ
た
２

年
度
は
、こ
ま
め
な
消
毒
や
換
気
、行

事
の
延
期
や
中
止
な
ど
、経
験
し
た
こ

と
の
な
い
学
校
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、学
校
関
係
者
の
粘
り
強

さ
と
創
意
工
夫
で「
出
来
る
こ
と
を
や

る
」を
積
み
重
ね
、
今
日
ま
で
一
歩
一

歩
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、市
内
各
小
学
校
の
運
動
会

で
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。見
せ
る
場
を
取

り
戻
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
全
力
で

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
た
り
、相
手
チ
ー
ム

に
大
声
で
エ
ー
ル
を
送
っ
た
り
、仲
間

を
引
っ
張
っ
て
い
く
姿
に
、わ
が
子
の

成
長
を
実
感
し
た
保
護
者
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
は
ち
ま
ん
た
い
は
、
元
気
で

り
り
し
く
、
そ
し
て
、
か
っ
こ
い
い

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
み
な
さ
ん
に
届

け
ま
す
。

最後まで 全力でやりきる たいらっこ
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市
は
安
心
し
て
子
育
て
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
た
め
、
子
育
て
の
情
報
を
集
約
し

て
発
信
す
る
子
育
て
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産
期
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
の「
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
」の
内
容
を
紹
介
し
、
子
育
て
家
庭
に
必

要
な
情
報
を
届
け
る
と
と
も
に
、
本
市
が

　
市
の
自
然
と
、そ
こ
に
暮
ら
す
家
族
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、特
に

お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
や
期
限
付
き
情
報

を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
機
能
を
使
い
、大
き
な

画
像　
　
で
お
知
ら
せ
。子
ど
も
の
年
齢
に

親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
で　

知
り
た
い
情
報
を
よ
り
探
し
や
す
く

また一つ、子育て支援 始めました。

子
育
て
支
援
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
新
設

ブ
サ
イ
ト
を
新
設

　
市
は
こ
れ
ま
で
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
子

育
て
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、他
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
中
で
、一
目
で
は
分
か

り
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
子
育
て
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

は
子
育
て
の
情
報
を
集
約
。知
り
た
い
情
報

が
探
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
閲
覧
し
や
す
い

よ
う
専
用
画
面
を
作
成
し
、よ
り
手
軽
に
情

報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

応
じ
て
受
け
ら
れ
る
支
援
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、子
育
て

支
援
リ
ス
ト　
　
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
記
事
は
子
ど

も
の
年
齢
や
知
り
た
い
内
容
別
に
６
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー　
　
に
分
け
、
情
報
を
探
し

や
す
く
し
ま
し
た
。

「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
」で
あ
る
こ
と
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

子育てサイト

１

２３

２

１

３

画像はイメージです

　
市
は
子
育
て
に
関
わ
る
情
報
の
ほ
か
、暮

ら
し
や
防
災
、イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
し
て
み
ま
せ

ん
か
。生
活
関
連
情
報
の
ほ
か

イ
ベ
ン
ト
な
ど
市
の
魅
力
も

い
ち
早
く
届
け
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
広
報
広
聴

係
（
☎
・
内
線
１
２
０
２
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
操
作
が
し
や
す

い
よ
う
に
ボ
タ
ン
を
配
置
。
メ
ニ
ュ
ー
画

面
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
記
事
の
検
索
が
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
情
報
を
集
約

メ
ニ
ュ
ー
表
示
を
分
か
り
や
す
く

ス
マ
ホ
か
ら
も
検
索
が
容
易
に

必
要
な
情
報
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も

みんなが笑顔になる思いやりの地域を目指しして

４第 期市地域福祉計画を策定を策定
　市は５年を1期として３回にわたり「市地域福祉計画」を策定し、地域福祉の推進に取り組んできました。こ
の間、地域社会を取り巻く環境は大きく変化し、人と人とが支えあう社会の実現が求められています。
　今回、令和９年度までの５カ年にわたる市の地域福祉に対する基本的な考え方などについて定めた第
４期の地域福祉計画を策定しました。本号では計画の内容やこれに基づく取り組みについて紹介します。

　
ま
た
、
地
域
の
人
と
人
が
出

会
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
分
野

を
超
え
て「
丸
ご
と
」つ
な
が
り
、

そ
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
住
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
継
承

を
通
じ
た
地
域
行
事
や
高
齢
者

と
子
ど
も
た
ち
の
世
代
間
の
交

流
を
図
り
、
お
互
い
を
思
い
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り

地
域
で
共
に
支
え
あ
う

仕
組
み
づ
く
り

思
い
や
り
の
心
で
楽
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
福
祉
課
題
を
住
民
が

「
わ
が
事こ

と

」と
し
て
捉
え
、地
域
交

流
の
希
薄
化
に
よ
り
孤
立
す
る

人
を
生
み
出
し
て
い
る
現
状
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
・
障
が
い
・
児
童
な
ど
の

「
分
野
を
超
え
た
包
括
的
な
支

援
」が
可
能
と
な
る
よ
う
な
体
制

を
目
指
す
と
と
も
に
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
計
画
で
は
基
本
理
念
と
こ
れ
を

支
え
る
基
本
目
標
の
達
成
の
た

め
、
重
点
的
取
組
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

① 

地
域
で
の
避
難
支
援
体
制
を
確

立
す
る

　
自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
と
連
携
し
て
、
避

難
行
動
要
支
援
者
個
別
避
難
計
画

の
作
成
を
目
指
し
ま
す
。

福祉福祉サービスで安心サービスで安心してして
暮らせる体制づくり暮らせる体制づくり

地域で共に支えあう地域で共に支えあう
仕組みづくり仕組みづくり

思いやりの心で楽しく思いやりの心で楽しく
暮らせるまちづくり暮らせるまちづくり

人と人とが自然に支えあうまちづくり
みんなが笑顔になる

思いやりの地域を目指して

基本理念

基本目標基本目標

基本目標

る
心
が
育
ま
れ
る
よ
う
に
、
交
流

事
業
を
促
進
し
ま
す
。

② 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成

　
制
度
や
分
野
ご
と
の「
縦
割
り
」

や「
支
え
る
側
」「
支
え
ら
れ
る
側
」

と
い
う
関
係
を
超
え
て
、「
人
と

人
」「
人
と
資
源
」が
相
互
に
支
え

合
う
こ
と
で
、
地
域
課
題
解
決
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

③ 

包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
て
多
機
関
の
連
携
を
深
め
る

　
複
雑
な
地
域
生
活
課
題
や
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
断
ら

な
い
相
談
支
援
、
参
加
支
援
お
よ

び
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
に

つ
い
て
、
相
互
の
連
携
を
深
め
ら

れ
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通詳しくはこちら

　
私
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、地
域
の
つ
な
が
り
や
支

え
合
い
が
必
要
で
す
。今
回
策
定

し
た
第
４
期
の
計
画
で
は「
人
と

人
と
が
自
然
に
支
え
あ
う
ま
ち

づ
く
り 

－

み
ん
な
が
笑
顔
に
な

る
思
い
や
り
の
地
域
を
目
指
し

て

－

」を
基
本
理
念
に
定
め
ま
し

た
。市
は
次
の
３
つ
の
基
本
目
標

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

し
て
、
本
計
画
が
目

指
す
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

民生委員・児童委員によるワークショップ

１

２３計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

登録はこちら﻿
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相談支援活動

　生活上の悩みや不安、気になって
いることなど、さまざまな声に耳を
傾け地域の身近な相談相手として活
動しています。どこに相談していい
かわからないとき、他人に知られた
くないとき、まずは気軽に相談して
ください。

見守り・声掛け活動

　ひとり暮らしの高齢者や子どもが
生まれた世帯などへの訪問や声掛け
をしています。また、高齢者のみの
世帯などに緊急連絡カードの作成を
手伝い、万が一の時に親族に連絡が
取れる体制を整えています。

　委員一人一人が役割について理
解を深め、知識や技術を習得するた
めの研修を行っています。

　地区ごとに月1回の定例会を開き、
委員間の連携を図るとともに事例の共
有や支援方法の検討などを行います。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
に
寄
り
添
い
、
行
政
・
専
門
機
関

な
ど
と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

研修会
定例会

主任児童委員 藤田 三喜子 
担当地区：松尾・野駄地区

民生委員・児童委員 田村 勇 
担当地区：平舘・大久保地区

　主任児童委員になって７年目になります。
　子どもが生まれた世帯に手作りのフォトフレームをプレゼントするため自宅
に訪問したり、子どもや子育てに関する悩みを聞いて適切な相談先を紹介した
りしています。また、保育所や市内の学校行事への参加や福祉体験出前講座な
どボランティア活動も行っています。
　この活動を通して「子どもは地域で育てる」という意識が浸透していけば良い
なと思っています。ようやくコロナ禍も落ち着いたので、学校訪問など子ども
たちと接する機会を少しずつ増やしていきたいです。

　民生委員・児童委員になって10年目に入りました。
　気になる住民がいたら訪問を行うこともありますが、基本的には道で擦れ違っ
たときのあいさつや世間話などの何げない声掛けを意識して行っています。
　「民生委員・児童委員」という言葉だけを聞くと堅い印象を持たれてしまう事
が多いので、そういった印象を払拭して、気軽に話し掛けられる民生委員・児
童委員を平舘地区の委員全員で目指しています。
　民生委員・児童委員に必要な福祉の心はみんなが必ず持っているものです。
何かが起きたらお互いさまの精神で支え合う地域にしていきたいですね。

さん さん

見守り　　支え　　つなぐひと

自宅訪問 赤ちゃん訪問

してみましょう

　普普段の生活の中で、困りごとや不安を抱え誰かに相談したいと思うことが
ありありませんか。そんな時、相談できる民生委員・児童委員について紹介します。

■問い合わせ先　地域福祉課福祉総務係（☎・内線1115）

民民生委員・児童委員     相談に

自宅に訪問し悩みがないか聞く藤田主任児童委員（右から2人目）と葛 文世民生委員（右）困りごとがないか声をかける戸澤 照子民生委員（左）

お話
きいてみました

お話
きいてみました

委
員
の
役
割
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
無
償

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
人

た
ち
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
常

に
そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
生

活
や
福
祉
の
こ
と
、
子
育
て
の
不

安
や
妊
娠
中
の
心
配
事
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
に
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

委
員
は
推
薦
で
選
ば
れ
ま
す

　

そ
の
地
域
の
実
情
を
よ
く
知

り
、
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
な
ど

の
要
件
を
満
た
す
人
が
地
域
か
ら

推
薦
さ
れ
、
市
町
村
、
県
の
審
査

を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
律
で
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
相
談
し
た
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

？ 　
あ
な
た
の
近
く
で
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

対面での相談のほか、
電話でも相談できます

民生委員・児童委員はあなたの地区の身近な相談相手

高齢になってこれからの生
活に不安がある

地域に心配な高齢者や障が
い者がいる

行政や関係機関に行く前に
話を聞いてほしい

怪しい業者が訪問に来る
詐欺なのか心配

など

あなたの地区の
担当委員を紹介します

詳しくは市ウェブ
サイトを確認して
ください。

虐待を受けていると思われ
る子どもがいる

出産や子育てに不安がある

相
談
内
容
は
秘
密
に
し
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
っ
て
ど
ん
な
人

07 06No.336 ◎2023(R5)．6.８



市役所からのHOT LINE

　
取
引
、証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

は
２
年
に
１
度
の
検
査
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。該
当
す
る
計
量

器
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
計
量
器
は
事
前
に
登
録
が
必
要

業
務
で
使
用
す
る
計
測
器

定
期
検
査
を
お
忘
れ
な
く

◎
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

　
現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
に

送
り
ま
す
。
有
効
期
限
を
確
認
の

上
、８
月
１
日
㈫
か
ら
は
新
し
い
被

保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
減
額
・
限
度
額
認
定
証
も
更
新

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日
の
減
額

認
定
証（
※
１
）ま
た
は
限
度
額
認

定
証（
※
２
）を
持
っ
て
い
る
人
で
、

世
帯
全
員
の
所
得
状
況
が
確
認
で

き
、
８
月
以
降
も
交
付
対
象
と
な

る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い

認
定
証
を
送
り
ま
す
。
入
院
や
高

額
な
外
来
に
か
か
る
時
に
こ
の
認

定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

病
院
・
薬
局
ご
と
の
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
減
額
認
定
証

ま
た
は
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
市
民
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
１ 

減
額
認
定
証（
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
は
７
月
更
新

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
が
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
２ 

限
度
額
認
定
証（
限
度
額
適

用
認
定
証
）　
自
己
負
担
割
合
が
３

割
で
、同
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所

得
が
い
ず
れ
も
、６
９
０
万
円
未
満

の
場
合
に
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

所得区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

現役並みⅢ 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
現役並みⅡ 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％　※２
現役並みⅠ  80,100円＋（医療費－267,000円）×１％　※２

一般Ⅱ
18,000円または(6,000円
+（医療費 -30,000円)×

10%)の低いほう
57,600円

一般Ⅰ 18,000円 57,600円
低所得者Ⅱ  8,000円　※１ 24,600円
低所得者Ⅰ  8,000円　※１ 15,000円

自
己
負
担
限
度
額
表（
月
額
）

５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に

送
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
詳
し
い
算
定
内
容

は
、
届
い
た
決
定
通
知
書
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
国
保

年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
３
）

対象地区 検査会場 月日 時間
大更・田頭

地区
八幡平営農経済センター

※旧西根総合支所 ７月３日（月） 午前10時から正午まで
午後１時から３時半まで

平舘・寺田
地区

八幡平営農経済センター
※旧西根総合支所 ７月４日（火） 午前10時から正午まで

午後１時から３時まで

松尾地区 松尾コミセン ７月５日（水） 午前10時から正午まで
午後１時から３時まで

荒沢地区 安代総合支所　車庫 ７月６日（木） 午前10時から正午まで

田山地区 田山支所　車庫 ７月６日（木） 午後１時半から３時まで

で
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
手
数
料　
2
５
0
円
～

※
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工

観
光
課
商
工
労
政
係（
☎・内

線
１
3
1
8
）

　
７
月
１
日
㈯
か
ら
盛
岡
消
防
本

部
の
災
害
情
報
案
内
用
電
話
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
す
。災
害
情
報

案
内
を
利
用
す
る
と
き
は
、電
話

番
号
の
掛
け
間
違
い
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
変
更
後
電
話
番
号　
0
５
0
・

５
５
３
６
・
３
8
９
５

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
消
防
防
災
係（
☎
・
内
線

1
2
６
３
）、八
幡
平
消
防
署（
☎

76

・

2
1
1
９
）

災
害
情
報
を
案
内
す
る

専
用
電
話
番
号
が
変
更

◎
保
険
料
額
の
通
知

　
保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に
決

ま
り
、個
人
で
納
め
る
も
の
で
す
。

　
森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
伐
採

を
開
始
す
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま

で
に
、
１
㌶
以
上
の
林
地
開
発（
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
場
合

は
0

・

５
㌶
以
上
）を
す
る
と
き
は

事
前
に
届
け
出
や
許
可
申
請
な
ど

の
各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
４
月
か
ら
伐
採
造
林
届
の
添
付

書
類
が
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
役
所
農
林
課
ま
た

は
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
ま
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

▼
保
安

林
以
外
の
森
林
で
の
立
木
の

伐
採
＝
農
林
課
林
業
係（
☎・内

線
１
３
３
９
）▼
保
安
林
で
の
立

木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質
の
変

更
＝
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部

森
林
の
伐
採
と
林
地
開
発

事
前
手
続
き
が
必
要
で
す

（
☎
０
１
９・６
２
９・６
６
１
５
）

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

１
㌶
を
超
え
る
林
地
開
発
＝

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・６
２
９・６
６
１
６
）

　
例
年
６
月
に
提
出
す
る
義
務
が

あ
っ
た
児
童
手
当
現
況
届
は
、
昨

年
よ
り
一
律
の
提
出
義
務
が
な
く

な
り
、
提
出
が
必
要
な
人
に
だ
け

案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
案
内
が
届
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

児
童
手
当
現
況
届

忘
れ
ず
に
提
出
を

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
の
間
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
を
怠
る
と
支
給
が
停
止
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
忘
れ
ず
に
提
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

　
市
は
空
き
家
を
地
域
活
性
化
に

活
用
し
よ
う
と
す
る
団
体
に
改
修

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
事
業　
▼
空
き
家
を

地
域
交
流
施
設
と
し
て
活
用
し

よ
う
と
す
る
事
業
▼
空
き
家
を

活
用
し
た
活
動
が
お
お
む
ね
10

年
間
維
持
で
き
る
見
込
み
が
あ

る
事
業
▼
空
き
家
を
居
住
利
用

し
な
い
事
業
▼
他
の
補
助
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
事
業

■
対
象
空
き
家　
▼
市
内
に
あ
る

個
人
が
所
有
す
る
空
き
家
▼
１
年

以
上
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
住
宅

（
賃
貸
事
業
に
使
用
し
た
住
宅
を
除

く
）▼
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
床
面
積
の
２
分
の
１
が
居
住
用
）

■
対
象
団
体　
▼
空
き
家
を
所
有

ま
た
は
賃
貸
し
て
活
用
し
よ
う
と

す
る
団
体
▼
10
年
以
上
継
続
し
て

事
業
を
実
施
す
る
意
思
が
あ
る
団

体
▼
代
表
者
お
よ
び
役
員
に
市
税

の
滞
納
が
な
い
団
体

■
対
象
経
費　
▼
台
所
、洗
面
台
ま

た
は
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
▼
給
排

水
、電
気
ま
た
は
ガ
ス
設
備
の
改

修
工
事
▼
屋
根
ま
た
は
外
壁
な
ど

の
外
装
の
改
修
工
事
▼
壁
紙
の
張

空
き
家
活
用
の
た
め
の

改
修
費
を
助
成
し
ま
す

り
替
え
な
ど
の
内
装
の
改
修
工
事

▼
増
改
築
工
事
▼
耐
震
補
強
工
事

■
補
助
限
度
額　
工
事
費
の
3
分

の
2
と
し
１
０
０
万
円
を
上
限
と

す
る

■
申
請
期
限　
6
月
30
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課

地
域
安
全
係（
☎・内
線
1
2
6
5
）

 

市
は
老
朽
化
し
た
空
き
家
を

解
体
し
、そ
の
敷
地
の
有
効
活
用

を
進
め
る
た
め
空
き
家
の
解
体
お

よ
び
撤
去
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

■
対
象
空
き
家　

▼
市
内
に
あ

る
個
人
が
所
有
す
る
住
宅
▼
１

年
以
上
空
き
家
で
あ
る
住
宅（
賃

貸
事
業
に
使
用
し
た
住
宅
を
除

く
）▼
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅（
床
面
積
の
２
分
の
１
が
居
住

用
）で
あ
り
昭
和
58
年
6
月
ま
で

に
竣
工
し
た
住
宅
▼
老
朽
度
の

評
点
が
１
０
０
点
以
上
の
住
宅

■
対
象
者　
▼
市
税
の
滞
納
が
な

い
所
有
者
ま
た
は
そ
の
相
続
人

▼
す
べ
て
の
権
利
者
か
ら
同
意

を
得
て
い
る
人

■
対
象
工
事　
▼
空
き
家
の
全
部

を
解
体
撤
去
す
る
工
事
▼
他
の
補

助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
工
事

■
補
助
限
度
額　
工
事
費
の
3
分

の
2
と
し
１
０
０
万
円
を
上
限
と

す
る

■
申
請
期
限　
6
月
30
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
地
域
安
全
係（
☎
・
内
線

1
2
6
5
）

空
き
家
解
体
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

西
根
地
区
の
家
屋
現
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
家
屋
の
現
況
調
査
は
、
家
屋
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
項

（
所
在
地
・
種
類
・
面
積
な
ど
）と

現
況
と
を
比
較
し
、
増
改
築
や
未

調
査
に
よ
る
課
税
漏
れ
、
ま
た
は

取
り
壊
し
な
ど
が
あ
る
家
屋
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

■
調
査
期
間　
５
年
12
月
ま
で

■
対
象　
西
根
地
区

■
調
査
の
結
果　
新
た
に
課
税
対

象
に
な
る
家
屋
は
、
詳
細
な
家
屋

調
査（
内
覧
・
計
測
な
ど
）を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他　
名
札
と
身
分
証
明
証

を
携
帯
し
た
市
職
員
が
行
い
、
敷

地
内
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
調
査
時
に
市
税
な
ど

を
徴
収
し
た
り
、
家
屋
の
修
繕
業

者
を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産

税
係（
☎
・
内
線
１
1
３
６
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
地

域
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
☎
・
内
線
１
1
0
６
）

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

就
職
や
退
職
し
た
際
は
忘
れ
ず
市

民
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　
国
保
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

■発熱など症状がある場合は
　かかりつけ医またはいわて健康フォローアップ
センターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター（☎0570-
089-005＝24時間対応）または可能な限り平日・日中
に外来対応医療機関へ相談・受診
▶外来対応医療機関は右のＱＲコードを
参照

新型コロナウイルス感染症についての相談先 計
算
す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
と
正
し
い
算
定

が
で
き
な
い
ほ
か
、
軽
減
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
納
付
が
困
難
な
人
は
相
談
を
】

　
災
害
や
疾
病
、
失
業
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
分
割
納
付
や
減
免
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
▼
国
保
の
資

格
＝
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・

内
線
１
０
７
７
）▼
国
保
の
税
額

＝
税
務
課
市
民
税
係（
☎
・
内
線

１
１
２
７
）
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市役所からのHOT LINE

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

皆さんの「知りたい」「聞きたい」に応えます！令和５年度もまちづくり出前講座を開講　

　市は日頃行っている業務を地域の皆さんに知って
いただくため「まちづくり出前講座」を開講していま
す。市政全般をはじめ健康に関することなど、幅広
いメニューを用意しています。
■申し込み方法　出前講座は市内に在住、通勤また
は通学しているおおむね10人以上の団体であれば申
し込みできます。講座一覧表の中から希望の講座を選
び、仮予約した後、会場を決め、受講希望日の2週間
前までに申込書を提出してください。その後、日程な

No 出前講座名【所要時間】 担当課 内線番号

１ 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1201

２ 八幡平市公式LINEについて【40分】 企画財政課 1203

３ 防災講座【30分～120分】 防災安全課 1262

４ 交通・防犯講座【30分～60分】 防災安全課 1265

５ ～家への愛情を未来につなぐ～空き家にしないそのために【40分】 まちづくり推進課 1455

６ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】 まちづくり推進課 1454

７ みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【30分】 まちづくり推進課 1456

8 八幡平市の公共交通政策について【60分】 まちづくり推進課 1452

9 みんなが進める男女共同参画【60分】 文化スポーツ課 1140

10 気軽にスポーツはじめてみませんか？【60分～120分】 文化スポーツ課 1147

11 八幡平市の縄文遺跡【60分～120分】 市博物館 3811

12 星空案内【60分～120分】 市博物館 3812

13 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1313

14 ごみを減らそう！分別しよう！【30分】 市民課 1069

15 食品ロス削減のために、できることから始めよう【30分】 市民課 1069

16 国民健康保険の仕組み【30分～60分】 市民課 1072

17 後期高齢者医療の仕組み【30分～60分】 市民課 1073

18 知っておきたい悪質商法～騙
だ ま

されないために、騙されたら～【30分～60分】 市民課 1066

19 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【60分～ 90分】 健康福祉課 1088

20 知っておこう！備えておこう！成年後見制度【30分～60分】 健康福祉課 1086

21 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～90分】 健康福祉課 1091

どを調整します。申込書は市ウェブサイト
からダウンロードするか各コミセンまたは
文化スポーツ課から交付を受けてください。

﻿令和４年度ニュースポーツ教室の様子■その他　▶出前講座の開催時間は2時間以内で、

開催場所は原則市内に限ります▶材料費などが必
要な場合は、受講者負担となります▶新型コロナ
ウイルス感染症対策を考慮した上で講座を実施し
てください。
■問い合わせ先　文化スポーツ課生涯学習係

（☎・内線1144）

詳細はこちら﻿

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▼
協
栄
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
様
…

３
月
28
日
、
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
寄
附
活
用
事
業
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
1
0
0
0
万
円
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

　

市
は「
第
21
回
Ｉ
Ａ
Ｔ
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」（
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ

主
催
）へ
の
出
展
作
品
を
募
集
し

ま
す
。参
加
申
し
込
み
後
は
調
整

協
議
を
設
け
、
注
意
事
項
の
説
明

や
ど
の
よ
う
な
内
容
で
制
作
を
検

討
し
て
い
る
の
か
聞
き
取
り
を
行

い
ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た

15
秒
の
Ｃ
Ｍ
で
、未
発
表
の
作
品
。

た
だ
し
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん

■
参
加
の
流
れ　
❶
参
加
申
込
書

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

の
提
出
❷
参
加
調
整
協
議
❸
作
品

提
出 

❹
市
の
代
表
作
品
選
考
会

❺
番
組
収
録
に
出
場

■
参
加
申
込
期
限　
７
月
３
日
㈪

■
参
加
調
整
協
議　
７
月
３
日
㈪

か
ら
６
日
㈭
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限　
10
月
2
日
㈪

■
規
格　
H
D（
16
：
９
）を
基
本

と
し
、D
V
D
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ

イ
デ
ィ
ス
ク

■
番
組
収
録
日　
11
月
下
旬

■
番
組
収
録
場
所　
岩
手
朝
日
テ

レ
ビ

■
賞
品　
作
品
提
出
者
へ
市
共
通

商
品
券（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最

大
で
２
万
円
分
）を
交
付
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

０
３
）

　
市
は
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
次
の
条
件
を

満
た
す
新
婚
世
帯
に
新
生
活
の
費

用
を
支
援
し
ま
す
。
支
援
を
希
望

す
る
人
は
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
世
帯　
次
の
❶
か
ら

❽
ま
で
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

❶
令
和
５
年
３
月
1
日
か
ら
６
年

３
月
31
日
㈰
ま
で
の
期
間
に
入
籍

し
た
夫
婦

❷
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も
市
内

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

❸
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万

円（
年
収
に
換
算
す
る
と
約

６
７
０
万
円
）未
満

❹
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度
に

よ
る
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い

❺
市
税
・
家
賃
の
滞
納
が
な
い

❻
こ
れ
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受

給
し
て
い
な
い

❼
夫
婦
と
も
婚
姻
日
時
点
の
年
齢

が
39
歳
以
下

❽
市
が
指
定
す
る
家
事
育
児
参

画
促
進
講
座
を
受
講
し
て
い
る

■
補
助
対
象
期
間　
令
和
５
年

４
月
1
日
か
ら
６
年
３
月
31
日

㈰
ま
で

■
補
助
対
象
経
費　
補
助
対
象
期

市
内
に
住
む
新
婚
世
帯
に

最
大
60
万
円
支
援
し
ま
す

間
に
要
し
た
次
の
❶
か
ら
❹
の
費

用（
上
限
30
万
円
。夫
婦
と
も
婚
姻

日
の
年
齢
が
29
歳
以
下
の
場
合
は

上
限
60
万
円
）

❶
住
宅
取
得
に
係
る
費
用

❷
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
費
用

❸
住
宅
賃
貸
に
係
る
費
用

❹
引
っ
越
し
に
要
し
た
費
用
で
、

引
っ
越
し
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
費
用

■
申
請
期
限　
令
和
６
年
３
月

31
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係
（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
な
ど
開
催
し
ま
す

　
10
月
１
日
㈰
か
ら
、イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
４
月
に
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、少
額
取
引
は
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
対
象
外
と
な
る
措
置
な

ど
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
と
登
録
要
否
相
談
会
を

次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。

■
開
催
日
時　
６
月
12
日
㈪
、
６

月
29
日
㈭
の
全
２
回
。
い
ず
れ
も

同
じ
内
容
で
午
後
１
時
半
か
ら
２

時
半
ま
で

■
会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
対
象
者　
個
人
、法
人
の
事
業
者

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課

（
☎・内
線
１
１
３
５
）、盛
岡
税
務

署
記
帳
指
導
推
進
官　

石
川（
☎

０
１
９・６
２
２・６
１
４
１
）
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限7月31日）　固定資産税（第2期）、国民健康保険税（第1期）市税納期（納期限6月30日）　市県民税（第1期）

滝沢市・雫石町の山岳隊と山頂で合流
「岩手山山開き」７月１日　焼走り登山口

ピ ッ ク ア プッイ トベン

八幡平CUPタグラグビー大会
７月9日　市ラグビー場

大更ガーデンフェスティバル「仮装盆
踊り大会」７月8日　フーガの広場

今年の消防演習には少年・幼年消防クラブ
も参加 ６月25日　松尾地区総合運動公園

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　10：00～
整形外科 第１・３・５火曜日　　9：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初診を受
け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

７月21日㈮
10：00～15：00 要相談 市民課

（☎・内線1066﻿）

年金相談（要予約） ７月13日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1064﻿）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
つぐみ薬局（☎76-2900） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
さいとう薬局（☎72-2130） 花輪調剤薬局（☎30-0066）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は9：00）から受け
入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療所が診
療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。今後の動
向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブサイトで確認して
ください。

6月19日〜7月23日

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

 小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）
■教育総務課＝漢字検定　
10：00～11：00（荒屋コミセン）
■博物館＝立方体万華鏡づくり　
10：00～12：00
■図書館＝Tom’ｓChat Time　
15：00～16：00
■焼走り国際交流村＝天体観
望会　20：00～21：30（悪天候時
は中止）

■防災安全課＝消防演習　
7：40～（松尾総合運動公園）
■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）
■図書館＝Tom’ｓChat Time　
11：00～12：00

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■商工観光課＝岩手山山開き　
（神事は6：00から焼走り登山口）
■焼走り国際交流村＝天体観
望会　20：00～ 21：30（悪天候
時は中止）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・
（鹿角）ヘルシークラブ厚生病
院前薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：00～ 9：30

（市役所多目的ホール棟）
■博物館＝ハンドクリームでの
びのびスライム　10：00～12：00
■図書館＝▶おはなしのじかん　
11：00～11：30、14：30～15：00▶Tom
＆Tam Story Time　15：00～15：30
■大更コミセン＝仮装盆踊り大
会 18：30～21：00（フーガの広場）

■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00~12：00（市民課）
■体育協会＝八幡平ＣＵＰ
タグラグビー大会　9：00～
（市ラグビー場）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館＝初心者のための
古文書講座　10：00～12：00
■焼走り国際交流村＝天体観
望会　20：00～21：30（悪天候
時は20：15～星空投影）

■焼走り国際交流村＝天体観
望会　20：00～21：30（悪天候
時は20：15～星空投影）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）リリィ薬局西根
店・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館＝混ざらない不思議
なボトル　10：00～12：00
■図書館＝Tom’ｓChat Time　
15：00～16：00
■焼走り国際交流村＝天体観
望会　20：00～ 21：30（悪天候
時は中止）

■体育協会＝市民岩手山登山大
会　6：15～（焼走りコース）
■図書館＝Tom’ｓChat Time　
11：00～12：00
▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局
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小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（大更コミセン）
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）
■教育総務課＝三行詩巡回展

（田頭コミセン）※27日まで

■図書館休館日
■健康福祉課＝▶総合健診【受
付】　7：00～9：30（松尾コミセン）
▶離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■安代総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（安代総合支所）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（松尾コミセン）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・委員長報告ほか（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）

■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■田頭コミセン＝のびのび
健康体操教室　10：00～11：00

■図書館休館日（図書整理日）
■教育総務課＝三行詩巡回展

（舘市コミセン）※7月11日まで

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役所
多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：50～14:50（松尾地区内）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役所
多目的ホール棟）

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14:40（松尾地区内）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役所
多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～15:00（荒沢方面）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書　
12：00～14:30（田山方面）
■健康福祉課＝▶１歳６カ月
児健診【受付】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）
▶２歳６カ月児歯科健診

【受付】　14：00～14：15（市
役所多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝胃がん検診
【受付】　6：30～8：30（安代地
区体育館）

■健康福祉課＝胃がん検診
【受付】　6：30～8：30（浅沢コ
ミセン）
■田頭コミセン＝のびのび
健康体操教室　10：00～11：00
■教育総務課＝三行詩巡回展

（田山コミセン）※25日まで

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■海の日
■市役所閉庁日

■図書館休館日
■博物館休館日
■健康福祉課＝離乳食教室

【受付】　9：30～9：40（市役所
多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）

■健康福祉課＝胃がん検診
【受付】　6：30～8：30（細野コ
ミセン）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

■健康福祉課＝胃がん検診
【受付】　6：30～8：30（田山コ
ミセン）
■体育協会＝市民パークゴ
ルフ大会　9：00～（市総合
運動公園）
■ 図 書 館 ＝ 夏 の 映 画 会　
19：30～20：30

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）なかのク
リニック▶当番薬局（市内）つ
ぐみ薬局、さいとう薬局・（鹿
角）黒沢薬局

3	

10	
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27	

22	

17	 18	 19	 20	 21	

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）
八幡平市立病院（☎76-3111） 小坂町診療所（☎29-5500）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632） 鹿角中央病院（☎23-4131）

なかのクリニック（☎22-7335）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎019-654-1080）

お詫びと訂正
広報はちまんたい５月11日号( № 335)の13㌻「暮らしの情報カレンダー」の広報はち
まんたい発行日を６月15日㈭と表記しましたが、正しくは「６月8日㈭」でした。お
詫びして訂正します。

※写真は過去の様子です
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

漆器の伝統技術伝え４0年 
継承者たちの作品が集う

　安代漆工技術研究センター開設
から40年。節目の年に、OG＆OB
43名の漆作品を一堂に会する展示
販売会「うるしと私」を開催します。
■日時　７月8日㈯、９日㈰　※い
ずれも午前10時から午後４時まで
■場所　岩手銀行赤レンガ館
■問い合わせ先　安比塗漆器工
房（☎0195-63-1065）

※個人情報保護の観点から、ホームページには掲載しないこととしました。

（行政区・性別・保護者）

健やかに

安らかに安らかに

お幸せに

（

（４月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

■人口の動き【４月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,543（－23） 6,326（＋4）
松 尾 5,392（－19） 2,539（－3）
安 代 3,805（＋５） 1,731（＋５）
合 計 23,740（－37） 10,596（＋6）
男 性 11,444（－17）
女 性 12,296（－20）

出生 4 死亡 32
転入 64 転出 73

項 目 4月 １月からの累計

人身事故 ０（１） ８（6）
物損事故 30（25） 162（150）
負 傷 者 ０（2） ８（14）
死 者 ０（０） ０（０）
飲酒運転 １（０） １（０）
火 災 １（１） 2（6）
救 急 84（90） 444（417）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

就職に不安を抱える人へ 
適職診断してみませんか

　もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から49歳まで
の人を対象に無料就職相談会を
開催します。
■日時　６月19日㈪❶午後1時半
から❷2時半から ※いずれも1組
■場所　大更コミセン
■予約期限　６月15日㈭午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）国民年金保険料の追納で 

将来の年金額が増えます
　国民年金保険料の免除、納付猶
予、学生納付特例を受けた期間が
あると、保険料を全額納めたとき
に比べ、老齢基礎年金額が少なく
なります。10年以内であれば、さ
かのぼって納める（追納）ことが
できます。
　ただし、免除などから３年度
目以降の追納の場合、当時の保
険料額に一定額が加算されます
ので、早めの追納を推奨します。
■問い合わせ先　▶ねんきん加入
者ダイヤル（☎0570-003-004）▶盛
岡年金事務所（☎019-623-6211）

航海士・機関士を目指せ 
11年連続で就職率100％

　国立宮古海上技術短期大学校で
は、６年度入学生を募集します。
右記QRコードを読み
込み、ウェブサイトを
確認してください。

アマチュア無線技士の
免許を取得しませんか

七時雨アマチュア無線クラブで
は、第４級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開きます。
■日時　７月1日㈯、2日㈰のい
ずれも午前９時から午後５時まで
■場所　西根地区市民センター
■受講料　23,150円　※ただし
18歳以下の人は9,850円
■申込期限　６月26日㈪
■申し込み・問い合わせ先　同ク
ラブ・澤口（☎090-7075-7972）

年金の記録・受給年金額 
インターネットで確認
日本年金機構のねんきんネット

を利用すると、自身の年金記録や
将来受け取る年金見込み額の確認
のほか各種通知書の再交付申請な
どの手続きが可能です。
右記QRコードを読み
込み確認できます。
■問い合わせ先　▶盛岡年金事務
所（☎019-623-6211）▶ねんきん
ネット専用電話（☎0570-058-555）

労働保険の年度更新 
電子申請が便利です

　５年度の労働保険の年度更新期
限は、７月10日㈪です。最寄りの
労働局、労働基準監督署または金融
機関で申告・納付をしてください。
　労働保険の各種手続きは、電子
政府の総合窓口「e-Gov」を活用
してください。右記
QRコードを読み込み
確認できます。 詳細はこちら﻿

両親死亡後の障がい者や 
認知症の親が心配な人へ

　県司法書士会では、高齢者・障
がい者のための成年後見や相続に
関する無料相談会を開きます。
■日時　７月15日㈯午前10時から
午後４時まで
■相談方法　❶県司法書士会館で
面談による相談（予約☎019-653-
6101）❷電話での相談（☎0120-823-
815、 0120-333-184）
■問い合わせ先　県司法書士会
（☎019-622-3372）

保育士として再就職 
を考えてみませんか

　（福）県社会福祉協議会では、保育
士有資格者で、現在保育所などで働
いていない人、保育士経験が少ない
人などを対象に研修会を開きます。
■日時　❶６月16日㈮❷8月29
日㈫❸10月19日㈭❹11月21日㈫
各日、午前10時から午後0時半
ごろまで
■場所　ふれあいランド岩手

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

■申込期限　各開催日の前日正午
■申し込み方法　下記電話または
右記QRコードを読み
込み、Googleフォーム
から申し込んでください。
■問い合わせ先　県保育士・保
育所支援センター・山田（☎019-
637-9605）

詳細はこちら﻿
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ー
プ

に
挑
む
よ
う
な
感
じ
で
大
変
で
す

が「
何
に
で
も
積
極
的
に
」と
い
う

自
分
の
目
標
が
あ
る
の
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
最
近
の
活
動
で
は
、
タ
イ
の
高

　美術部・家庭クラブ会計監査

泉山 奏
かなで

さん
（家政科学科３年：安代中出身）

寺田学童で読み聞かせをす
る泉山さん

39
平高ＨPは
こちら﻿から

校
生
と
の
交
流
会
で
紫
根
染
に
つ

い
て
英
語
で
発
表
す
る
こ
と
に
な

り
、
ス
ピ
ー
チ
を
必
死
で
覚
え
て

当
日
に
備
え
ま
し
た
。

★
平
高
の
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

　
学
校
生
活
は
す
ご
く
楽
し
い
で

す
。ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
明
る
く
、

苦
し
い
事
も
皆
で
協
力
し
て
乗
り

越
え
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

　
高
校
卒
業
後
は
就
職
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
と
関
わ
る
接

客
や
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
に
就
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
仕

事
を
行
っ
て
い
く
上
で
困
ら
な
い

よ
う
に
、
普
段
か
ら
丁
寧
な
言
葉

遣
い
を
す
る
こ
と
や
笑
顔
で
い
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★
平
高
の
魅
力
は
？

　
個
性
豊
か
な
先
生
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
や
、
生
徒
一
人
一
人
が

◆タイの高校生との交流会を開催
　市を訪れたタイ・バンコクのサラカーム・ピタヤ
コム高の生徒と平舘高校代表生徒との交流会が４月
23日、市観光協会の協力のもと本校体育館で行われ
ました。開会式で生徒会長の大澤英

ひであき

朗さんは「公用語
が英語ではない国同士の高校生が、英語を使って互
いに交流する貴重な機会です。積極的に交流し、楽

しい時間にしていきま
しょう」と歓迎。交流会で
は、平高の生徒が紫根染な
どを英語で紹介するとと
もに、相撲部は日本の国技
である相撲を実際に体験
してもらい、会を盛り上げ

ました。タイの高校生からはダンスの披露があり、
最後は全員でタイのダンスをして親交を深めまし
た。言葉の壁を乗り越え、互いに笑顔で記念写真撮
影をするなど、大盛況の交流会となりました。
◆ムラサキ（紫草）の芽が出た
　　　　　　　　 家政科学科３年　佐々木 心

み ゆ う

優
　昨年まいたムラサキ（紫草）の種から、この春に芽
が出ました。発芽率は59％で、５月初旬の双葉の大

今年も活発に学習に取り組んでいます

きさは1㌢程です。ＰＴＡ、
同窓会、市内小学校の児童の
皆さんや盛岡農業高校の生
徒に植えてもらったものも
あり、成長を楽しみに観察
し、今後は、その苗から再び
ムラサキの咲き誇る里にし
たいと思います。ダンスで交流を深める生徒たち 発芽状況を観察する

自
分
の
夢
に

向
か
い
取
り

組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
が
、

平
高
の
良
い

と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。

保健のひろば
健康福祉課健康推進係 ☎・内線1093

【和食の基本の合言葉】【和食の基本の合言葉】
(ま) まめ（豆類）○
(ご) ごま（ナッツなど）
(わ) わかめ（海藻類）
(〇や)〇 やさい（野菜類）
(〇さ)〇 さかな（魚類）
(〇し)〇 しいたけ（キノコ類）
(い) いも（芋類）

６
月
は
心
身
の
健
康
を
育
む
食
育
月
間
で
す

６
月
は
心
身
の
健
康
を
育
む
食
育
月
間
で
す

食
べ
る「
力
」＝
生
き
る「
力
」を
育
む

食
べ
る「
力
」＝
生
き
る「
力
」を
育
む

　
国
は
毎
年
６
月
を「
食
育
月
間
」、毎

月
19
日
を「
食
育
の
日
」と
定
め
、
全

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
市
役
所
結
の

ひ
ろ
ば
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置
。
食

育
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
や
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
レ
シ
ピ
を
配
付
し

て
い
ま
す
。

■
食
育
の
目
的

　

食
育
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

通
じ
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を

選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
心
身
の

健
康
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
て

い
く
こ
と
で
す
。

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1180

■
食
育
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
で
は
、
食
育
の
推
進
や
郷
土
料
理

の
伝
承
な
ど
を
目
標
に
活
動
を
進
め

て
お
り
、
小
学
生
、
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
食
育
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
郷
土
料
理
体
験
や
減
塩
・
適
塩

■
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

食
育
と
聞
く
と
難
し
い
と
感
じ

る
人
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

和
食
の
基
本
の
合
言
葉「
ま
ご
わ

や
さ
し
い
」を
知
っ
て
お
く
と
簡

単
に
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
的
な
食
生
活
を
送
る
た
め
、

● 

心
豊
か
で
、
体
元
気
！ 

食
で
育
む

笑
顔
あ
ふ
れ
る
八
幡
平
市

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1108

　市は手話で日常会話ができる程度の手話奉仕員
を養成するため、手話奉仕員養成講座を開催します。
　本年度は右の内容の「入門課程」を実施します。課
程の8割以上を受講した人は来年度開催予定の「基
礎課程」の受講が可能です。両課程の修了者で希望
する人は、手話奉仕員として市に登録し、意思疎通ボ
ランティアとして市に協力いただくことがあります。

◆対象者　市内に居住または通勤する18歳以上の人
◆会場   西根地区市民センター大集会室
◆受講料　無料（テキスト代3,300円は自己負担）

回 講座日 講　座 講座内容
１ ７月７日㈮ 開講式

第１・２講座 伝え合ってみましょう
２ ７月14日㈮ 第３講座 名前を紹介しましょう
３ ７月21日㈮ 第４講座 家族を紹介しましょう
４ ７月28日㈮ 第５講座 数を使って話しましょう
５ 8月４日㈮ 講義１ 聴覚障がいの基礎知識
6 8月18日㈮ 第6講座 趣味について話しましょう
７ 8月25日㈮ 第７講座 仕事について話しましょう
8 9月１日㈮ 第8講座 住所を紹介しましょう
9 9月8日㈮ 第9講座 まとめ
10 9月29日㈮ 講義２ 手話の基礎知識
11 10月6日㈮ 第10講座 一日のことを話しましょう
12 10月13日㈮ 第11講座 一ヶ月のことを話しましょう
13 10月20日㈮ 第12講座 一年のことを話しましょう
14 10月27日㈮ 第13講座 パーティーのことを話しましょう
15 11月10日㈮ 第14講座 旅行のことを話しましょう
16 12月１日㈮ 講義３ 聴覚障がい者の生活
17 12月8日㈮ 第15講座 病院のことを話しましょう
18 12月15日㈮ 第16講座 学校のことを話しましょう
19 12月22日㈮ 第17講座 職場のことを話しましょう
20 １月12日㈮ 第18講座 まとめ
21 １月19日㈮ 復習 入門復習１
22 １月26日㈮ 復習、閉講式 入門復習２

「
こ
ん
に
ち
は
」

◆申込方法　電話または地
域福祉課窓口へ（先着15名）
◆申込期間　６月12日㈪
から６月23日㈮まで

「
こ
ん
に
ち
は
」

◆講座の日程　　　※いずれの日も午後７時から８時半まで手話奉仕員養成講座を開催手話奉仕員養成講座を開催
手話を始める人を応援します手話を始める人を応援します

１
日
の
中
で
こ
の
７
品
目
の
食
材
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、

こ
の
機
会
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

松野学童の「食育教室」

「
食
育
の
基
本
理
念
」

「
食
育
の
基
本
理
念
」

料
理
な
ど
、
要

望
に
応
じ
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

幅
広
く
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で

ぜ
ひ
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
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サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
に
料
理
教
室
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま
で
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
は

地
域
で
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

今
月
か
ら
次
世
代
に
伝
え
た
い
郷
土

料
理
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Vol.01

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

� 図書館　☎�75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　☎�76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　☎�72-2505

博物館　☎�63-1122

図書館ＨPはこちら﻿

『わるいのはじてんしゃ？』

▶場所　図書館駐車場
▶上映予定　「絵からとびだしたねこ」
　　　　　　「たぬきの糸車」
　　　　　　「王さまライオンとカエル」

◆夏の映画会　～夜に外で映画を楽しみませんか～
▶日時　７月21日㈮　午後７時半から8時半

◆教科書に載っている本がいろいろ
　図書館では、小学校国語の教科書に紹介されてい
る図書を購入しています。その中から新着図書を紹
介します。

◆7月1日㈯から読書マラソンが始まります
　事前申し込みは６月24日㈯から受け付けます。参
加を希望する人は市立図書館または松尾・荒屋各コ
ミセン図書室から申し込んでください。
　申込者にはスタンプカードを発行します。
▶期間　７月1日㈯から12月27日㈬まで

『たのしいローマ数字』

　　　作／タナカ ヒロシ　絵／中谷 靖彦
　　　出版社／ベースボール・マガジン社

　ある日、自転車に乗るのが得意な
ひろくんのお兄ちゃんが自転車で
小さい子にけがをさせてしまいま
した・・・。自転車の事故のお話と交
通ルールを学ぶ絵本です。

文／デビッド・A・アドラー　絵／エドワード・
ミラー　訳／千葉 茂樹　出版社／光村教育図書

　時計の文字盤などで見かけるⅠ、
Ⅱ、Ⅲと表すローマ数字の書き方を
クイズ感覚で解説した楽しい絵本。
ローマ数字の意味と使い方を調べて
みよう。

展示資料紹介 「手回し式洗濯機」

　本館で常設展示中の「手回し式洗濯器」を紹介し
ます。
◆画期的な洗濯機
　この洗濯機は球体の中に洗濯物と、洗剤を溶かし
た40度から80度のお湯を注ぎ、ふたを閉め、展示資
料のものはハンドルがありませんが、本来は左側に
付いてるハンドルを回転させて使用します。
　お湯を入れて密閉することで内部の気圧が高くな
り、繊維の中までお湯が染み込み汚れを落とす仕組
みです。当時はとても高価なものでしたが、それま
で主流だった、たらいと洗濯板での洗濯に比べると、
短時間回しているだけで汚れが落ちるこの洗濯機は
画期的な道具でした。
◆最近ではエコな洗濯機として注目される
　写真の「手回し式洗濯器」は、発明家の高

たかつき

月照
て る お

雄氏

が理論を構築した圧力洗濯法を応用したもので、昭
和32（1957）年、群馬県の林製作所が製造・発売しま
したが、同じ時期に発売を開始した電気洗濯機に押
され、残念ながら昭和38（1963）年に生産を中止しま
した。しかし同
様の仕組みを利
用した手回し式
洗濯機が、電気
を使わないエコ
な洗濯機として
現在でも販売さ
れており、最近
ではキャンプや
災害の際に使え
る便利な道具と
して注目されて
います。 手回し式洗濯器　博物館蔵

博物館ＨPはこちら﻿

作
り
方

今月は

- 材 料 -
【４人分（8本分）】
　☆ご飯…640ｇ
　☆割り箸…８本
　☆くるみ…30ｇ
　☆みそ…60ｇ
　☆砂糖…30ｇ
　☆みりん…20cc
　☆水…20cc

① 

軽
く
炒い

っ
た
く
る
み
を
す

り
鉢
で
す
る
。
み
り
ん
、み
そ
、

砂
糖
を
加
え
、
さ
ら
に
水
で
の

ば
し
な
が
ら
す
る
。

② 

炊
い
た
ご
飯
は
熱
い
う
ち

に
少
し
つ
ぶ
し
て
お
く
。

③ 

②
の
ご
飯
80
㌘
を
割
り
箸

に
握
り
つ
け
、
棒
状
に
な
る
よ

う
に
形
を
整
え
る
。

④ 

③
を
乾
か
す
程
度
に
素
焼
き

し
、
①
を
つ
け
こ
ん
が
り
焼
く
。

く
る
み
み
そ
つ
け
た
ん
ぽ

　

安
代
地
区
で
は
、新
米
が
と
れ

た
時
の
ご
馳
走
と
し
て
人
が
集

ま
る
と
き
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。昔
は
大
き
な
串
に
ご
飯
を
１

合
ほ
ど
つ
け
、囲
炉
裏
に
串
を
刺

し
て
焼
い
て
い
ま
し
た
。

30
調理時間

約
分

Vol.78

UTH（ユーティーエイチ）

◎結成何年目？きっかけは？
　結成して７年ほどです。市内の人や市内に職場が
ある硬式テニス好きの集まりです。市テニス協会の
会員の中から、大会でさらに上位入賞を目指す有志
で結成しました。
　名前の「ＵＴＨ」ですが、コートに打ったボールが

「超入る」という意味の「ウルトラ入る」です。
◎活動の内容は？
　ストローク、ボレー、サーブなどの基礎練習や試
合を想定したパターン
練習などを行います。他
チームのメンバーが練
習会に参加することも
あり、楽しいながらも激
しい練習に取り組んで
います。県テニス協会が 強烈なサーブを打ち込むメンバー

主催する大会の他、各市町村で行われる草大会での
入賞を目指して頑張っています。
◎活動の魅力は？
　「そう簡単には勝てない」ところ。オセロや将棋
のように次の手を考えながらボールを打ち、想像
通りに試合を運べた時の喜びは格別です。ペアで
そろえたウエアを着るのも楽しみの一つです。
今後の目標は？
　各種大会で結果を残し、市のテニス人口を増やす
こと。テニスを通じて交流を深め、人とのつながり
も楽しめるテニスをしていきたいです。
◎活動日時・場所は？

メンバー20人（５月１日現在）
代表：畠山　ひろみ＝松尾＝

　毎週月曜にアリーナまつおで午後７時から９時ま
で練習しています。少しでもテニスに興味のある人
は経験者・初心者問わず大歓迎です。また、体育協
会主催のテニス教室が復活する予定で、メンバーが
スタッフや指導者として参加します。これを機会に
私たちとテニス仲間になりましょう。
■問い合わせ先　代表 畠山（☎74-4186）

-１本当たり -
187kcal/塩分 0.9ｇ

- 今月の担当　安代地区 -
左から佐藤優子さん、堀江幸子さん、
佐藤ひとみさん
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
６
９

●●●

却（
風
俗
慣
習

や
宗
教
上
の
行

事
、
農
業
な
ど

を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い

も
の
）な
ど
は

一
部
除
外
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合

で
も
、
火
災
の
危
険
性
が
あ
る
も
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
煙
や
悪
臭
で
近
隣
の
苦

情
の
原
因
に
な
る
よ
う
な
焼
却
は
行
わ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
で
も
、
風

向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
し
て
、
短
時
間
で詳細はこちら﻿

焼
却
を
終
了
し
、
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
で
す

道
路
や
水
路
へ
の
ポ
イ
捨
て
、
山

林
や
草
む
ら
な
ど
人
目
に
つ

か
な
い
場
所
へ
の
不
法
投
棄

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
厳
し
い
罰
則
が
定

め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
で
す
。

　

市
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
で
は
、
不

法
投
棄
に
対
す
る
監
視
の
目
を
強
化
す

る
た
め
、
各
地
区
に
お
い
て
定
期
的
に

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
不
法
投
棄
防
止
の
看
板

こ
ん
な
場
所
に
捨
て
な
い
で

～
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
～

●●

●●●

生
ご
み
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
は

水
分
で
す
。
台
所
か
ら
出
る
生

ご
み
を
ご
み
袋
に
入
れ
る
前

に
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
入
れ
て
一
晩
置
く
だ

け
で
も
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
三
角
コ
ー

野
焼
き
に
よ
る
煙
や
悪
臭
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
た
き
火
、
ど
ん

と
焼
き
、
農
地
管
理
の
た
め
の
枯
草
の
焼

●

生
ご
み
は
水
切
り
し
ま
し
ょ
う

～
生
ご
み
の
80
％
は
水
分
で
す
～

ナ
ー
か
ら
ご

み
袋
に
捨
て

る
際
に
は

「
ギ
ュ
ッ
、

を
希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

ギ
ュ
ッ
」と

絞
っ
て
か
ら
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
を
手
で
絞
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人
は
、
水
切
り
器
や

水
切
り
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　
水
切
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
重
量
が

軽
く
な
り
、
ご
み
出
し
が
楽
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
ご
み
出
し
日
ま
で
の
保
管
中
の

悪
臭
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
の
水
分
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
処
理

コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
生

ご
み
は
水
切
り
を
し
て
か
ら
捨
て
ま

し
ょ
う
。

市営牧野で放牧を開始。新緑の牧野
に放たれた短角牛が青草をのんびり
とはむ（５月17日、七時雨牧野）

交通安全協会や交通安全協会母の会、
交通指導隊が、安全運転を呼び掛け

（５月11日、春の全国交通安全運動）

指示を聞きながら真剣な表情でローラーを運転

重機の迫力とパワーを体感
田頭小の５・６年生を対象に建設業の体験学習

　市建設協同組合は４月24日、建設業への関心を深
めてもらおうと、㈱高建工業と㈲工藤管工をスタッ
フとして田頭小で体験学習を行いました。
　当日は５・６年生児童21人が「よろしくお願いしま
す」と元気なあいさつをしたあと、バックホーや地面を
ならすローラーなど４種類の重機や機器の操作を体験。
　平野美

み う

羽さん（５年生）は、「機械で丸太をつかんで
積むのが楽しかった。こういう職業もいいなって思
いました」と目を輝かせました。 レバーを操作し、上手に掘削する児童

記念式典で歌を披露する生徒

ハロウの学びが安比で息づく
ハロウ安比校が開校１年目を祝い記念式典

　ハロウ安比校は５月14日、開校1周年を迎えるの
を前に、同校で開校を祝う式典を開催しました。
　式典には生徒約180人のほか、英国のハロウ本校の
アラスター・ランド校長やジュリア・ロングボトム
駐日英国大使など関係者が出席。開校後初めて同校
を訪れたランド校長は「ハロウの伝統が生きている
ことに感動した。いろいろな人との出会いがあり、
岩手とハロウの架け橋は自然に出来ていくと思う」
と期待を込めました。

桜舞う不動の滝まつりが安代地区
に春の到来を告げる（５月３日、
桜松公園）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

市内外の中高生10人が「ふれあい
看護体験｣で看護の心を学ぶ（５月
11日、市立病院）

寺田小５、６年生の児童が地域の人
たちの協力で昔ながらの田植えを
体験（５月16日、寺田小付近の田）

教科書を手にする齊藤部会長（中央）と星教育長、佐々木市長

市の花を次世代へつなげる
日本一の「安代りんどう」を学ぶ教科書を製作

　ＪＡ新いわて八幡平花卉生産部会（齊藤正樹部会長）
は４月13日、市役所を訪れ、子どもたちがリンドウに
理解を深める花育授業用の教科書製作を報告しました。
　教科書には、リンドウの研究開発、栽培、流通販売
などに携わる人々の苦労のほか、売り上げ日本一であ
り続けるために得た知恵と知識が詰まっています。
　今後は、英訳版の製作も計画しており、齋藤部会長
は「この教科書は未完成であり、この先もずっと完成
を目指し挑戦を続けていく」と意欲を示しました。 

スタート後の混戦状態を走り抜ける１区（男子）の選手たち

仲間にたすきをつなぐ
盛岡市内一周継走大会で市内中学生が力走

　第76回盛岡市内一周継走大会は４月16日、県営運動
公園陸上競技場を発着点とする周回コースで行われ、
市内４中学校からは男女計8チームが参加しました。
　中学生の部は一周３.３㌔（女子４区間、男子５区
間）で行われ、最高順位は女子が11位、男子は13位（い
ずれも西根中）となりました。1区を区間1位、全体で
もトップの10分25秒で走った藤澤蒼

そ う や

弥さん（西根中３
年）は「秋の地区中駅伝に向け、経験を積みチーム全体
で速くなれるよう頑張りたい」と次を見据えました。

繰り広げられた迫真の舞
浅沢神楽まつりで二戸市の深山神楽と文化交流

　浅沢神楽保存会（小山田和義会長）は5月4日、浅沢コ
ミュニティセンターで地域の活性化や文化交流を目的
に、浅沢神楽まつりを開きました。
　まつりでは地元の有志によるスコップ三味線や、交
流のある二戸地域の深山神楽による演舞が披露され、
昨年まで規模を縮小し開催していた会場は、元気を取
り戻したかのように笑顔であふれていました。
　市無形民俗文化財に指定されている浅沢神楽は、地
域が一体となり伝承活動をしています。荒々しくも、かわいらしい動作で「虎の口」を踊る子どもたち

自転車を正しく運転し地域の模範と
なるよう自転車安全利用モデル校に
指定される（４月11日、松尾中）

楽しみながら速く走るテクニックを学ぶ参加児童たち

友達よりも速く走れるかな
市体育協会が今年も子どもかけっこ教室を開催

　市体育協会主催の子どもかけっこ教室が市内の小
学生を対象に市内３地区で開催されました。25人が
参加した５月15日の西根地区会場（総合運動公園体
育館）では、講師の山本雄太郎さんから地面の蹴り方
や、走るときの姿勢などを学びました。
　参加した伊藤大

や ま と

和くん（田頭小1年）は「地面を強
く蹴って、脚を前に出すと速く走れた。運動会では
リレーで50㍍を走る予定。習った事を生かして頑張
りたい」と意気込んでいました。

法務大臣からの感謝状を手にする八重樫さん

子どもたちの成長を願って色とりど
りのこいのぼりがはためく（４月30
日～５月７日、松川下ノ橋付近）

「わくわく八幡平」設立準備委員会が
こども会議開催に向け映画を上映
（５月14日、西根地区市民センター）

明るい地域社会目指し尽力
更生を長年支えた八重樫信さんに感謝状が伝達

　退任保護司への法務大臣感謝状の伝達が５月９日、八
幡平ハイツで行われ、平成７年から本年３月31日まで保
護司を務めた八重樫信

まこと

さんに感謝状が伝達されました。
　研修会を通じて知識を深め、社会を明るくする運動
などの啓発活動や自身の人生経験を踏まえた更生支援
を行ってきた八重樫さんは「地域の人と一緒になって
活動してきたので重荷に思ったことはない。計画通り
に個人指導などを行い、やりきることができた」と充実
感をにじませました。

みんなでつくる地域の安全
荒屋地区が２年連続で鍵かけモデル地区に

　鍵かけモデル地区指定書の交付式は４月11日、岩
手警察署で行われ、本市からは荒屋地区振興協議会

（大森力男会長）が昨年度に続き、モデル地区に指定
されました。
　指定書を受け取った大森会長は「昨年度はスキー
国体があったため特に力を入れて活動し、在宅中で
も鍵をかけるよう意識改革ができた。季節ごとのチ
ラシ配布に加え、警察署員を招いて老人クラブや婦
人会などで講習会を開きたい」と力を込めました。 岩手警察署長から指定書を受け取る大森会長（手前右）
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▪
編
集
後
記

▽
今
ま
で
外
国
の
人
に
話
し
か
け
ら
れ

て
も
、微
笑
み
を
返
す
こ
と
し
か
で
き
な

か
っ
た
自
分
。今
回
は
ス
マ
ホ
型
の
翻
訳

機
を
介
し
、ル
ー
シ
ー
さ
ん
に
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。外
国
語
が
分
か

れ
ば
世
界
は
広
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。智〇
○

▽
十
数
年
ぶ
り
に
母
校
の
運
動
会
を
見

学
し
ま
し
た
。
当
時
と
変
わ
ら
ず
、
地
域

の
人
た
ち
が
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
中

で
の
運
動
会
。と
て
も
ほ
っ
こ
り
し
な
が

ら
撮
影
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。�

 

千○
○

▽
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、一
列
ず
つ
苗

を
植
え
る
寺
田
小
児
童
。一
人
の
尻
も
ち

が
み
ん
な
の
笑
顔
を
誘
う
。そ
の
光
景
に

幼
い
頃
の
近
所
で
結
っ
こ
し
た
賑
や
か

な
田
植
え
を
思
い
出
し
ま
し
た
。　

  

福○
○

【広　告】【広　告】

※○広報はちまんたい６月8日号（№336）の印刷経費は１部90.44円、 発行部数は9,760部です。経費の一部は広告料で
賄われています。広告掲載については、㈱総合広告社（☎0１9－6２6－3370）まで。
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32
歳
　
＝
荒
屋
＝

　
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ

                   

　
　
海
外
か
ら
の
研
修
生

ル
ー
シ
ー・オ
ー
ク 
さ
ん

1991年生まれ。フランス・モンペリエ出
身。特技は「ラ・キャン」と言われるつえ
を使ったフェンシングのような剣術。
最近、漢字で「漆」が書けるように。好き
なフランスのことわざ「あなたは自分の
夢に、しがみつかなければなりません」。

　
「
こ
こ
で
の
生
活
は
落
ち
着
い
て

い
て
、
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
自
然

は
美
し
く
、
街
並
み
を
見
る
の
も
興

味
深
い
で
す
」と
語
る
の
は
、市
安
代

漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
フ
ラ
ン

ス
か
ら
１
年
の
長
期
研
修
生
と
し
て

４
月
に
入
所
し
た
ル
ー
シ
ー
・
オ
ー

ク
さ
ん
。
現
在
は
月
曜
か
ら
金
曜
日

ま
で
、
他
の
研
修
生
と
と
も
に
漆
塗

り
の
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
い
る
。

　
も
と
も
と
歴
史
的
建
造
物
や
そ
の

歴
史
、
復
元
技
術
に
興
味
が
あ
り
、

専
門
学
校
で
家
具
修
復
を
学
ん
で
い

た
ル
ー
シ
ー
さ
ん
。
あ
る
日
、
フ
ラ

ン
ス
東
部
の
町「
コ
ル
マ
ー
ル
」で
開

か
れ
て
い
た
国
際
旅
行
博
に
出
か
け

る
と
、
岩
手
県
の
展
示
ブ
ー
ス
も
設

け
ら
れ
、
蒔ま

き
え絵

の
実
演
披
露
も
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
魚
の
鯛た

い

の
牙
を

使
っ
た
道
具「
鯛た

い
き牙
」で
金き

ん
ぷ
ん粉
を
漆
器

に
押
し
つ
ぶ
す
よ
う
に
磨
く
と
、
と

て
も
綺
麗
な
光
沢
が
出
る
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
す
る
。

　
目
を
丸
く
し
な
が
ら「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
」

と
日
本
語
で
当
時
を
振
り
返
る
ル
ー

シ
ー
さ
ん
。
漆
塗
り
製
品
の
美
し
さ
や

精
巧
さ
、そ
の
歴
史
を
知
り
、日
本
で
漆

塗
り
を
学
ぶ
こ
と
を
決
意
す
る
。

　
な
か
な
か
研
修
先
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
い
た
時
、フ
ラ
ン
ス

国
内
で
日
本
の
物
を
販
売
し
て
い
る

人
を
紹
介
さ
れ
、セ
ン
タ
ー
の
存
在
を

知
る
。ま
た
と
な
い
機
会
と
研
修
を
申

し
込
ん
だ
も
の
の
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響
で
渡
航
で

き
ず
、合
わ
せ
て
３
年
ほ
ど
研
修
を
延

期
。
念
願
か
な
い
、こ
の
春
か
ら
セ
ン

タ
ー
で
学
び
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
来
日
前
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
工
房
で

家
具
の
修
理
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い

た
。
将
来
は
起
業
し
、
家
具
修
理
や

漆
塗
り
製
品
の
修
復
、
販
売
な
ど
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
日
本
人
に

も
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
漆
製
品
の
良
さ

を
広
め
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
す
。漆を塗る刷毛（はけ）の作り方

が難しいと語るルーシーさん

フ
ラ
ン
ス
で
漆
製
品
の
精
巧
な
技
術
と
魅
力
に
出
会
う


